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Qlik Sense体験セミナーです。

このセミナーでは、

セルフサービスBIツール Qlik Sense のクラウド版を使った

アプリの開発と分析をハンズオンで体験していただきます。



今回のハンズオンの範囲で、

Qlik Sense のクラウド版とサーバー版とでは

基本的な機能は同じですが、

一部画面のレイアウトや名称などが異なる場合があります。



ハンズオンのための事前準備

1. QlikSenseHandsOnAdvanced_Data.zipを解凍し、
ご自身のPCの参照しやすい場所に保存してください。

Zipファイルの内容

2. Qlik Senseのハブを開いてください。



ハンズオンの流れ

ロードスクリプトでのデータ取込

洗練されたデータモデルの作成

基本的な集計関数

自由な集計を実現するSET分析

よく使用する高度な関数

１

２２

３

４

５

QVDファイルの使用６



サンプルデータ
ヘルプデスクのケースデータ

データ形式：エクセルファイル（.xlsx）

シート：
⁻ リクエスト（2020年から2022年の依頼内容、依頼者情報）
⁻ ケース（2020年から2022年のケースの作成日付、クローズ日付、状況）
⁻ ケース担当（ケース担当情報）
⁻ 従業員マスタ（依頼者情報）
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アプリの新規作成

任意のアプリ名を入力
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データロードエディターの開始
データロードエディター



10101010

セクションの追加
データロードエディター

①

②
セクション名を変更



11111111

データのアップロード
データロードエディター

①

② ヘルプデスクデータをドラッグアンドドロップ
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データの選択
データロードエディター

①

③

すべて選択

②

④
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データモデル修正の基本操作

進捗を閉じる

データをロードするデータモデルビューアに移る
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データスクリプトの修正１
循環参照の解消

グループ行にカーソルを合わせて
コメントアイコンをクリック
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データスクリプトの修正２
従業員テーブルの関連付け

従業員ID as [依頼者ID],
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完成スクリプト
このままロードスクリプトに貼り付けられます。

LOAD
    依頼ID,
    ケースID,
//    グループ,
    依頼日,
    依頼年,
    依頼内容,
    依頼者部門ID,
    依頼者ID
FROM [lib://DataFiles/ヘルプデスクデータ.xlsx]
(ooxml, embedded labels, table is リクエスト);

LOAD
    ケースID,
    クローズ日付,
    クローズ年,
    発生日付,
    発生年,
    ケースタイプ,
    優先度,
    優先ランク,
    状況,
    ケース担当ID
FROM [lib://DataFiles/ヘルプデスクデータ.xlsx]
(ooxml, embedded labels, table is ケース);

LOAD
    ケース担当ID,
    ケース担当名,
    グループ,
    勤続年数
FROM [lib://DataFiles/ヘルプデスクデータ.xlsx]
(ooxml, embedded labels, table is ケース担当);

LOAD
    従業員ID as 依頼者ID,
    部門ID,
    従業員名,
    部門名,
    メールアドレス,
    電話番号
FROM [lib://DataFiles/ヘルプデスクデータ.xlsx]
(ooxml, embedded labels, table is 従業員マスタ);
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完成データモデル
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発生年のフィルターパネル

を押しながらドラッグアンドドロップshift

(0,0)４×４ ←オブジェクトの配置場所を示します

①

②
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ケース件数のKPI

(4,0)５×２

①
②

③

④

プロパティの変更
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担当者数のKPI

OKを
確認

①

②

③

Count(distinct[ケース担当ID])

(9,0)５×２
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テーブルの作成

軸 グループ

メジャー

数式 ラベル 数値書式

ケース件数
(マスターアイテム)

担当者数
(マスターアイテム)

ケース件数/担当者数 一人当たり件数 数値
1,000.12

ケース件数/Count(total [ケースID]) 比率 数値
12.3%

←比率の分母の数式パネルでの自動設定

(0,4) 14×8
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自由な集計を実現するSET分析
SET分析とは何か、どんな時に使うか

商品

ノート

ペン

支店

東京

大阪

大分

売上
4,100

東京のペンのみ集計されます。

東京売上
12,200

大阪売上
5,500

東京

大阪

大分

支店

64%

29%

7%

構成比

ノート売上
（大分除く）

11,300

現在の選択とは異なる範囲を表示・集計します。
例えば次のような場合に使用します。

●異なる範囲を並べて比較

●前年比・全体構成比などを計算

●常に特定の範囲を除外

通常のデータモデルの挙動 SET分析

商品 支店 売上

ノート 大阪 3,200

ノート 大分 600

ノート 東京 8,100

ペン 大阪 2,300

ペン 大分 700

ペン 東京 4,100

東京とペンを選択

連想技術により、選択された値に関連する
データのみ表示・集計されます。
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SET分析の基本構文
SET数式

関数({SET数式}対象項目)関数(対象項目)

例 Sum(売上)

例 sum( {$<Year={2021}>} 売上 )

SET数式は波括弧{}で囲む必要があります。
ここで、演算の範囲を指定します。
識別子と修飾子から構成されます。

識別子 修飾子

通常の数式 SET分析の数式

SET数式
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当年件数・前年件数のKPI１

当年件数： Count({<発生年={'2022'}>} [ケースID])
前年件数： Count({<発生年={'2021'}>} [ケースID]) 

分析モードで
発生年の2022を選択

編集モードに戻りKPIを作成

ラベル： 当年件数
 前年件数

数値書式： 数値
  1,000

(14,0) 5×2 (19,0) 5×2
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当年件数・前年件数の修正と前年比

当年件数： Count({<発生年={$(=Max(発生年))}>} [ケースID])

前年件数： Count({<発生年={$(=Max(発生年)-1)}>} [ケースID])

数式を変更後、マスターアイテムに登録

前年比： [当年件数]/[前年件数]

ラベル： 前年比
数値書式： 数値 12.3%

(4,2) 5×2
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2000件以上ケースがあるグループのみ担当者数を集計

Count({<グループ={"=Count([ケースID])>=2000"}>} distinct [ケース担当ID])

ラベル： 2000件以上のグループ人数
数値書式： 数値 1,000

(9,2) 5×2
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グループ別担当者別当年件数の順位付け

軸 グループ
ケース担当名

メジャー

数式 ラベル

当年件数
(マスターアイテム)

Rank(当年件数) 順位

(14,4) 10×8
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当年、最大件数を担当した担当者と、その件数を求める１

Aggr関数
指定された軸上で計算された数式の値の仮想テーブルを返します。
その仮想テーブルを使ってさらに集計ができます。

仮想テーブル

Max(仮想テーブル)
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当年、最大件数を担当した担当者と、その件数を求める２

当年最大件数： Max(Aggr(当年件数, ケース担当ID))

最大件数担当： FirstSortedValue(ケース担当名,-Aggr(当年件数,ケース担当ID))

ラベル： 当年最大件数
数値書式： 数値 1,000

マスターアイテムに登録、左下のテーブルに追加

ラベル： 最大件数担当
数値書式： 自動

(14,2) 10×2
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QVDファイルとは？

QVD

Qlik Sense
アプリケーション

QlikView
アプリケーション

QVD (QlikView Data) ファイルは、Qlik Sense やQlikViewのアプリケーションからエクスポートされる
データファイルです。QVD はネイティブの Qlik 形式で、Qlik Sense または QlikView でしか書き込みと
読み出しを行えません。

ファイル名=〇〇〇〇.qvd

⚫ 元データと比較して、圧縮されてデータサイズが小さくコンパクト
⚫ ネイティブなデータ形式で保持されており、他のデータソースと比

べて読み取りは10～100倍高速

QVD

QVD



QVDの使用目的

QVDファイルを使用することで、大きなデータ セットでもスクリプトの実行が大幅に高速化します。
アプリ開発時にも、まずQVDファイルを作成し、それを読み込んで開発を行うと、開発途中のリロード時間が短縮され、開発効率もアップします。

データベース サーバーの負荷の減少
いったんQVDファイルに格納することで、外部データ ソースから取得するデータ量を大幅に削減できます。

増分ロード
データが増加・変更される増大するデータベースから新しいレコードだけをロードする増分ロードを実行できます。

単位別管理
期間別や組織別にQVDファイルを作ってデータ管理を行うことができます。必要な範囲のみアプリに取り込んだり、不要になったQVDファイルを
削除したりすることができます。

重複開発の排除
複数アプリケーションで同じデータソースを加工して使用する場合、加工済みデータをQVDファイルに格納することで、加工スクリプトの記述は
一度ですみます。

分散開発
複数のデータソースを使用する、また、複雑な加工を行うような場合、適宜QVDファイルに格納することで、複数の開発者で開発を行い、開
発期間を短縮することができます。

ロード速度の向上



QVDの作成と読み込み

Store * from ケース into [lib://DataFiles/ケース.qvd] (qvd);

作成 読込

// LOAD
//     ケースID,
//     クローズ日付,
//     クローズ年,
//     発生日付,
//     発生年,
//     ケースタイプ,
//     優先度,
//     優先ランク,
//     状況,
//     ケース担当ID
// FROM [lib://DataFiles/ヘルプデスクデータ.xlsx]
// (ooxml, embedded labels, table is ケース);

// Store * from ケース into [lib://DataFiles/ケース.qvd] (qvd);

LOAD
    ケースID,
    クローズ日付,
    クローズ年,
    発生日付,
    発生年,
    ケースタイプ,
    優先度,
    優先ランク,
    状況,
    ケース担当ID
FROM [lib://DataFiles/ケース.qvd]
(qvd);

Excelのケースシートのロードと、QVD
のStoreをコメント化
（削除してもよい）

QVDのロード
（操作はExcelのロードと同様）



補足



完成版アプリのアップロード

①

②

「Qlik 体験セミナーデータ」に含まれる
ケース管理.qvfをドラッグ＆ドロップ

③

Qlik 体験セミナーデータ.zipには、完成版アプリ「ケース管理.qvf 」が含まれています。このアプリをアッ
プロードして完成版を参照したり、ハンズオンの途中から実施することができます。

ハブに表示されます。
クリックすると開きます。

④



アプリのダウンロード

アプリをダウンロードして、
他のQlik Sense環境に取り込んで
使用することができます。

拡張子 qvf のファイルがダウンロード
されます。

他の環境への取込は、管理者に
ご相談ください。



Thank You!
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